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■司会     SAA 坂本 光 君 
■点鐘           会長 市村 忠男君 
■ロータリーソング        四つのテスト 
■ビジター     宇都宮 RC 田嶋 久登志様 
■会長挨拶         会長 市村 忠男君 

 
本日も多くの方々に参加いただきありがとうご

ざいます。本日は斗六市の正心高級中学校の先生

達がお見えになるという事で、岡本 PP、野澤

PP、金子 PP、石塚エレクトが真岡西中学校の先生

達と一緒に成田まで迎えに行っています。 
本日のお客様をご紹介申し上げます。宇都宮ロ

ータリークラブ田嶋久登志様です。この後「SDGs
への取組み～主にフードドライブ事業について

～」と題して、宇都宮ロータリークラブが取組み

を始めた経緯等について、卓話をお願いしまし

た。宜しくお願い致します。 
先週は、経済的支援を必要とする人と直接接点

を持つ立場から特定非営利活動法人「ま・わ・

た」理事長飯野滋生様に、9 月の例会で真岡市社会

福祉協議会次長中山様から役所という立場での取

組みについて卓話を頂きました。そして、田嶋様

から宇都宮ロータリークラブの取組みを始めた経

緯の卓話を頂き、いろいろな立場で活躍している

人の卓話をお聞きすることで、都合 3 回の勉強会

が今後の議論の参考になるものと思います。近々

当クラブの事業として実施するための協議を進め

たいと考えています。 
石田ガバナー年度月信 11 月号に掲載された宇都

宮ロータリークラブの特集記事に「SDGs 委員会」

を立ち上げ、宇都宮ロータリークラブらしい SDGs
のあり方を模索し、活動を行ってきました。SDGs
の 17 項目に中に「貧困」「教育」「健康と福祉」が

あり、宇都宮ロータリークラブの行っている「社

会福祉施設への支援事業活動は私たちの使命と思

いますし、継続していかなければならないと感じ

ています。」という文章を見ました。社会的課題へ

の取組みがロータリー活動として行われているこ

とに新鮮さを感じました。 
「SDGs」（「私たちはどんな未来を望むのか、そ

の未来はどうしたらやってくるのか」）宣言が採択

されて 7 年になります。4 年前頃と思いますが、真

岡 IC 理事長の卓話で「SDGs」を知っています

か？と問われた記憶があります。その時は「継続

可能な開発目標」って何？という世界でした。 
「SDGs」については「貧困」「健康と福祉」「教

育」「水」「気候変動」等 17 項目の持続可能な開発

目標となっていますが、スウェーデンの高校生グ

レタさんが声を挙げて知ったという人も多いので

はないかと思います。前年度 2550 地区のインター

アクトの研修報告で SDGs に関する研究発表がさ

http://rc-moka.jp/
mailto:rc-moka@sweet.ocn.ne.jp


 

No.3024  - 2 
 

れ、若い人ほど切実な問題として捉えている現実

を知らされました。私の意識の低さに恥じ入った

次第です。 
2050 年までに脱炭素化により地球の平均気温を

1.5 度以下に抑える、世界の貧困人口を少なくする

ために何をするのか、少し分かり易く感じます。

持続可能な社会、持続可能なロータリー、持続可

能な社会にするため、小さな事でも出来る事を一

人一人行う事の重要性を肝に銘じ、まだ見ぬ子孫

のために行動しませんか。個人が、社会が、当ク

ラブが出来る事を考えてください。皆さんにお願

いして、挨拶に代えさせていただきます。 
■幹事報告           見目 良一君 

斗六市の正心高級中学校より校長先生をはじめ

として 3 泊 4 日の予定で真岡に訪問されます。公式

行事ではありませんが、懇親会をお声がけさせてい

ただいています。 
事務所不在となっておりますので、御用のある方

は幹事の方まで連絡ください、 
■本日のスマイルボックス   小林 勇一郎君 
宇都宮 R C 社会福祉委員長 
田嶋久登心様  
市村 忠男君 田嶋久登志様ご来訪いただきあり

がとうございます。卓話よろしく

お願い致します。今後のクラブ事

業の参考にしたいと思います。 
見目 良一君 宇都宮 RC 田嶋久登志様本日の卓

話心して拝聴させて頂きます。子

ども食堂などへの支援の内容など

お聞きできれば幸いです。 
石塚 龍夫君 笠倉様いらっしゃいませ。林ちゃ

ん台湾に里帰りできて良かった

ね。市井先生ご指導の程、宜しく

お願い致します。 
広瀬 紀夫君 社会福祉委員長田嶋様、卓話あり

がとうございます。 
渡邉 佳寛君 宇都宮 RC 田嶋久登志様ようこそ

いらっしゃいました。卓話よろし

くお願い致します。皆さん日本の

歴史的勝利を共に喜びましょう。 
広沢 雅信君 宇都宮 RC 社会福祉委員長田嶋久

登志様、本日は卓話有難うござい

ます。勉強させて頂ければと思い

ます。宜しくお願いします。 
本多 正徳君 田嶋様、外部卓話ありがとうござ

います。コロナ患者が増えており

第 8 波に入っていますが、会員の

皆様、標準予防対策を徹底し、感

染しないようにお願い致します。 
■外部卓話    宇都宮 RC 田嶋 久登志様 

皆様、こんにちは。宇都宮ロータリークラブ社

会福祉委員長を務めさせていただいております田

嶋と申します。このような機会を頂き、心より御

礼申し上げます。前年度より宇都宮 RC が取り組

みました 70 周年記念事業として、SDGs の一環の

中の子ども食堂や居場所、コーディネート事業へ

の支援をご報告させて頂ければと思いますので、

宜しくお願い致します。 
 簡単な自己紹介をさせていただきます。私は

1999 年有限会社ララドリームという会社を設立し

ました。その 8 年後に株式会社ララを立ち上げ、

2021 年に自然食品の販売やオーガニックの惣菜販

売、テイクアウトが出来るようなお店を開店しま

した。ちょうど同じ年に宇都宮 RC にご縁あって

入会しました。また 2021 年に宇都宮中心部の二荒

山神社前にフルーツ大福のお店を回転させていた

だいております。また会社の方では、宇都宮町づ

くり貢献企業で宇都宮市健康作り事業者として登

録しています。事業内容としては、業務用洗濯設

備の機器販売及びメンテナンス、それに関連する

資材を販売しています。またコインランドリーや

それに関する仕事として仲介・不動産物件などや

っています。オーガニックカフェにつきまして

は、化学調味料が入っていないオーガニックの食

品の販売と、それを材料として作った素材を販売

するお店をやっています。また、新しい組合とし

て、和菓子でもない洋菓子でもないフルーツが主

役の新しいスイーツを作ろうという事で、フルー

ツ大福を販売しています。子ども食堂も、2020 年

前から始めさせていただいております。ある時、

「お父さんお母さんが仕事に出かけて、子供一人

ぼっちになって一体どんな食事をしているのだろ

う」と心配するお客様が来店し、一万円を置いて

いかれました。この一万円で地域の子供達にここ

に置いてあるような健康につながるようなおいし

い食べ物を提供してほしいという事で一万円を預

かりました。そしてスタッフでミーティングを開

き、「子供が好きなカレーを作ってあげたらどうだ

ろう」と提案がでました。原材料や容器代など計

算して 1 食 200 円で 50 食のカレーを一万円分作っ

て地域の子供たちに提供していこうというところ

から活動が始まりました。お店の定休日以外は毎

日提供しまして、6 月 1 日以降は毎週土曜日を子ど

も食堂日として 20 食限定で提供し続けました。そ

れが話題になり、そういった活動をしているとい

う事を聞きつけられた方からどんどん寄付があ

り、現在では約百万円を超える寄付金をこの 2 年

半の間に頂きました。また子供たちに提供する食

数が 4000 食を超えました。 
 また中学生以下の子供たちが直接食べに来られ

る場合もあり、お母さんが証明を持ってきていた

だければ一家族 3 食まで提供するというようなル

ールを作りました。 
 提供するカレーは、「普通のカレーではだめだ」

と考え、化学調味料や添加物が入っていない子供

にやさしいカレーにしようと、玄米を発酵させた

酵素玄米を使用し、小豆と天然の塩を入れ圧力鍋

で炊くので、食感はお赤飯のようになります。カ
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レーのルーはできるだけ植物性食品を使用し、お

肉の代わりに大豆ミートを使用し、提供するよう

になりました。 
 また、子ども食堂を始められるところは多いの

ですが、すぐ辞めてしまうところも多い中、細く

長く継続することが大切だと思いました。今で

は、毎週土曜日 20 食を続けているとスタッフに負

担をかけてしまうと思ったのですが、働くモチベ

ーションを上げ、「ただ物を作って販売する」「た

だものを仕入れて販売する」という事だけではな

く、地域の子供たちの健やかな成長に役立ってい

ると、それ以降スタッフのモチベーションが上が

ったと私は感謝しています。コロナの影響で大変

なところもあるかもしれませんが、逆に今、ウイ

ルスに強い抵抗できるしっかりとした免疫力を作

ろうと食事に対する関心が非常に高まっていま

す。こういったことを継続的に活動していたの

で、前年度と今年度継続して社会奉仕委員長の拝

命をいただきました。たまたま 70 周年記念でした

ので、記念事業として子ども食堂などの居場所や

コーディネート事業への支援をしていこうと決め

ました。 
 目的として宇都宮 RC は時代を担う子供たちの

健全育成に対する社会奉仕活動として、子供の貧

困の前に取り組み、また当クラブの 70 周年記念事

業として一時的な支援寄付はもちろんのこと、

様々な奉仕活動を継続していくという目的で始ま

りました。 
 結果的に子供の居場所づくりを応援する宮っこ

居場所づくり応援会議が宇都宮市役所の中に今年 3
月に設立されました。とちぎテレビや NHK で取

り上げられました。 
 3 年前、10 月から活動が始まりロータリークラ

ブの奉仕活動が SDGs そのものであるという事で

宇都宮市の貧困問題を身近なことと捉えました。

その課題解決事業を次年度の社会奉仕活動として

企画する際に佐藤市長に打診しました。 
 翌年 1 月、宇都宮市環境政策課を訪問し、宇都

宮 RC の「宇都宮市 SDGs 人づくりフラットフォ

ーム」への参加について打ち合わせを行いまし

た。 
 翌 2 月にフラットフォームに入会し、他団体と

の情報交換、協力を含め活動を開始しました。 
 2021 年 3 月、70 周年準備委員会にて、記念事業

についてクラブフォーラムにて意見を集約し、こ

の SDGs の広がりもあり、継続的な活動として教

育、環境、貧困問題の解決につながる事業を検討

することに意見が集約されました。 
 4 月に佐藤市長にお越しいただいて、貧困に関わ

る宇都宮市の現状と対策について卓話をいただい

ています。 
 5 月に子ども未来課を訪問して、市の子育て環

境、子供の貧困に対しヒアリングを実施しまし

た。生活支援、学習支援をするために、親と子供

の居場所を作る事業を令和 2 年 9 月より市で開始

している事、そして今後地域団体、企業との連携

できる組織を検討していきたいという事でした。 
 6 月には、前年度の 10 月に善林エレクトから市

長へ打診した社会奉仕事業が検討され、素案がま

とめられたことを受け、70 周年準備委員会にて記

念事業を子どもの貧困対策とした「宇都宮市子ど

もの貧困対策プロジェクト」への参加を正式に打

診するため、市長との面談を申し込みました。 
 7 月、新年度が始まり第 1 回理事会で 70 周年記

念事業の方向性を了承していただき、佐藤市長と

面談でこの貧困対策を宇都宮 RC70 集権記念事業

にしたいという趣旨を伝え、市が中心となりこの

問題に特化した NPO 組織を立ち上げる計画があ

り、この NPO の立ち上げに宇都宮 RC も参加した

いと伝えました。 
 10 月、70 周年実行委員会にて記念事業は「宇都

宮市子ども貧困対策プロジェクト」への参加とし

宇都宮 RC として 300 万円を寄付するということ

を予定しました。 
 2022 年 1 月、宇都宮市子ども部を訪問し、実態

を改めて教えていただきたいと、卓話の依頼と組

織の立ち上げ準備についてヒアリングをしまし

た。当初、NPO 法人で立ち上げるような話もあり

ましたが、最終的には市が中心となり会議体とし

て寄付などは社会福祉協議会が担当することにな

りました。また、宇都宮市から「親と子供の居場

所づくり事業」受託している「キッズハウスいろ

どり」というところが既にあり、訪問して現状視

察とヒアリングをしてきました。市が中心となっ

てそういった組織体を作るというものを下野新聞

で「子ども食堂の支援仲介」、商工会議所などと連

携という形で記事で取り上げさせていただきまし

た。応援したい、支援したい、役に立ちたいとい

うのは個人や団体、企業がありますが、具体的に

どのように支援の手を差し伸べたらいいのか分か

らない、そういう方々のために取りまとめる機関

を作ろうという事になりました。オンライン例会

に子ども未来課の田邉課長様より卓話を頂き、「宇

都宮先進モデル」として親と子供の居場所支援記

念連絡介護を設置することが正式に発表されまし

た。 
 3 月 23 日、記念事業として宇都宮市社会福祉協

議会に寄付金 300 万を贈呈し、宇都宮市に趣意書

提出し、宇都宮市長に趣意書を提出し、宇都宮市

長、社会福祉協議会に感謝状を頂きました。 
 その後、宇都宮ロータリークラブが居場所づく

り応援連絡会議の第 1 号として寄付させていただ

いた後、TKC の飯塚名誉会長が 1000 万円の寄付

をされました。その後いろんな団体・個人から寄

付は続いているとの事です。 
 次にフードバンク、フードドライブは「もった

いない活動」といろんな活動が世界または日本で

広げられていますが、宇都宮 RC もドライブ事業
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に参加しようと、宇都宮市の場合「ごみ減量課」

が窓口となり、日にちが残っている物など、もっ

たいない食料を集めて栃木ボランティアネットワ

ークの中に宇都宮フードバンクがあり、そこへ届

ける事でフードバンクを必要な方々が取りに来ら

れる仕組みになっています。この件も宇都宮 RC
としてお手伝いできないかと会員の皆さんに声を

かけましたら、たくさんの食品が集まりました。 
 今後の活動として、子供たちに学習、社会奉仕

活動の場を提供したり、インターアクトクラブや

大学と連携して親と子供の居場所において学習支

援を行ったり、フードドライブ活動によりフード

バンクに物資の提供を行うクラブ会からの寄付も

募り、継続的な支援につなげていきたいと考えて

おります。このような形で必要とされるところに

奉仕をしたいという方々にうまくコーディネート

するような仕組みが出来上がりました。 
 このようにロータリークラブのような企業や団

体が継いでいくことを期待していますし、私達だ

けではなく宮っこ居場所応援連絡会議の賛同者を

増やしていくことに需要があると思います。簡単

にはいかないと思いますが、これを成し遂げられ

るのは歴史と伝統ある宇都宮 RC の活躍だと思い

ます。今回の 70 風年記念事業が周囲に広がれば広

がるほど、この記念事業の価値が上がり、持続し

た活動になると思っています。今回のこの事業は

社会を動かすロータリーの存在を増やすことがで

きたと思っています。 
本日はありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■スマイルボックス（11 月 24 日現在）  （円） 
前回までのスマイル繰越金 372,000 
会員 15,000 
ビジター 5,000 
本日のスマイル合計 20,000 
スマイル今期累計 387,000 
前回までの米山繰越金 16,707 
本日の米山 0 
米山今期累計 16,707 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本日のプログラム 
外部卓話 

12 月 1 日（木）のプログラム 
月初例会 
年次総会 

12 月 1 月
20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
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■月間予定出席者 
在籍 54 名 出席免除者  1 名（有資格者 1 名 + 有理由者 名） 

例会日 出席義務 事前 MU 事後 MU 出席者 内免除者 欠席者 出席率

（％） 

補正後 月 日        

本日 11 月 24 日 53 4 - 33 - 16 69.81 

 
■月間出席率（％） ※例会欠席は前日 15：00 までに必ず事務局までお知らせください。 

7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 

83.78 70.37 73.59 74.06         

※例会欠席は前日 15：00 までに必ず事務局（TEL.0285-84-2511 FAX.0285-84-2510）までお知らせください。 


